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学校劇についての考察
A Study on School Drama
佐々木 正 昭 ＊
Abstract
School drama was introduced in 1918 and soon became very popular among elementary schools all
over Japan. In 1924, theMinister of Education issued a strong warning that school dramas were not to
be too showy or lavish as they were a part of education. Most schools interpreted this warning as
prohibiting school drama, and so, voluntarily refrained from drama performances. Soon, however,
school drama was reinstated, reaching a peak between 1935 and 1938. Even during wartime school
dramas continued to be performed, with most of the plays having patriotic themes with the aim of
raising morale. However, dramas with folklore and literary themes were also performed as they
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いてふ」」、ならびに13景からなる大児童劇「聖戦」
の
演目である51)。1940（昭和15）年以降になると、
戦争の拡大と泥沼化を反映して、軍人遺家族慰安の
ための学芸会が行われている52)。さらに、昭和18、
19、20年になると、戦争の激化と他の学校行事の増
加によって、学芸会どころではなくなり、学芸会を
開催しない学校も多くなったが、それでも1944（昭
和19）年に学芸会を行った愛知県大野国民学校のよ
うな例もある。演目は、25演目中劇が本でそのう
ち時局を反映したものが、「小楠公」「湊川の奮戦」
「桜井の別」
本で、あとは時局とは関係のない「福
笑い」「母さんたずねて」「大江山」「足柄山」であ
る｡53)さらに、学童集団疎開先でも学校劇上演の記
録がある。たとえば、東京小石川区内13校の児童が
疎開先の宮城県鳴子温泉で昭和19年10月日に演芸
会を実施しており、ここで劇が本演じられてい
る。その趣旨は「どの学寮でも学童たちの気持に変
化を与え、うるおいを持たせるために、演芸会を
やった」とある54)。
おわりに
学校劇は、大正の半ばに台頭し、1924（大正13）
年には全国の小学校に広まった。大正13年の「岡田
文部大臣の訓示・通牒」によって学校劇は一時沈滞
したが、やがて教科の劇化の形で復活し、昭和10年
代には時局に適合した演目の上演が推奨されたこと
もあって、盛んに演じられ、これが原動力となって
学芸会は、運動会とならぶ学校の一大行事となっ
た。戦争の激化と泥沼化とそれに伴う他の学校行事
の増加によって、学芸会そのものがあまり行われな
くなるが、それでも学芸会で学校劇を行っている学
校があり、さらに興味深いのは、学童集団疎開先で
も学芸会が行なわれ、その中で学校劇が演じられて
いることである。しかも、戦時中の学校劇の演目に
は、時局に適合したものだけではなく、重苦しい時
代の束の間の娯楽や喜びとして学芸的な演目が入っ
ている。学校劇の根強い支持の理由がここにある。
そして、第次世界大戦の敗戦を迎えると、戦争時
代の抑圧をはね除けるかのように、学芸会の復活と
ともに学校劇は爆発的な広がりを見せるのである。
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